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。
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付
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介護保険制度における軽度者への福祉用具等
の給付を継続することを求める意見書（要旨）

　2015年 6 月30日に閣議決定された

「経済財政運営と改革の基本方針

2015」では、介護保険制度の利用者

負担や軽度者に対する給付の見直し

を検討する方針が出されている。

　財務省案では、要介護 ２までのサ

ービスについては市町村事業に移

し、車椅子・特殊寝台（ベッド）・

歩行器（車）などの福祉用具使用や、

手すり設置などの住宅改修、生活支

援サービスは、原則全額自己負担と

する等の内容となっている。

　よって、本市議会は国及び政府に

対し、介護保険制度における軽度者

への福祉用具等の給付を継続するこ

とを求める。

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。

○平成28年定例会開会予定日○

12月定例会 12月２日(金)
※上記は予定であり、事情により変更
される場合があります。
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９月定例会　議案等の審議結果一覧
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○市長提出
議　案 第12号 市川市職員退職年金等に関する条例等の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

13号 市川市債権管理条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
14号 市川市市債管理基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
15号 市川市八幡市民会館の設置及び管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
16号 市川市市民談話室の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
17号 市川市文化会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
18号 市川市行徳公会堂の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
19号 市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
20号 市川市使用料条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
21号 市川市地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
22号 市川市老人デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例及び市川市保健医療福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
23号 市川市ベンチャービジネス等支援資金融資及び利子補給条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
24号 市川市地域振興施設の設置及び管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
25号 市川市自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
26号 平成28年度市川市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
27号 平成28年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
28号 平成28年度市川市下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
29号 平成28年度市川市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
30号 平成28年度市川市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
31号 平成28年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
32号 東京外かく環状道路事業に関連する市川市江戸川左岸流域関連公共下水道市川南排水区雨水排水施設建設事業に関する施行協定の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
33号 補助金返還請求事件の和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

認　定 第１号 平成27年度市川市一般会計、特別会計及び公営企業会計決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
諮　問 第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（軍司育雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申
○議員提出
発　議 第16号 公立保育所の一般財源化を廃止し、直接補助制度にすることを求める意見書の提出について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

17号 介護保険制度における軽度者への福祉用具等の給付を継続することを求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
18号 チーム学校推進法の早期制定を求める意見書の提出について ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
19号 返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
20号 「同一労働同一賃金」の実現を求める意見書の提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
21号 無年金者対策の推進を求める意見書の提出について ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
22号 「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律案」について慎重審議を求める意見書の提出について × △ × ○ ○ × × × × × 否　決
23号 四国電力伊方発電所の停止を求める意見書の提出について × ○ × ○ △ × × × × × 否　決
24号 核兵器への依存姿勢を改めるよう求める意見書の提出について × ○ × ○ ○ × × × × × 否　決
25号 子供の貧困対策を抜本的に強めるよう求める意見書の提出について × ○ × ○ ○ × × × × × 否　決
26号 医療・介護のさらなる改悪をやめるよう求める意見書の提出について × ○ × ○ △ × × × × × 否　決
27号 公的年金積立金の投機的運用はやめるよう求める意見書の提出について × ○ × ○ △ × × × × × 否　決
28号 政党助成制度の廃止を求める意見書の提出について × △ × ○ △ × × × × × 否　決
29号 朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）のミサイル発射及び核実験に対し厳重抗議し、断固とした措置を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
30号 「骨髄バンクドナー助成制度」創設に関する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
31号 沖縄の米軍属による許しがたい重大犯罪に抗議する決議について × ○ × ○ ○ × × × × × 否　決
32号 政治分野への男女共同参画推進法の制定を求める意見書の提出について × ○ × ○ ○ × × × × × 否　決
33号 「昭和47年政府見解」の虚偽の解釈による閣議決定に基づいた安保法制を廃止することを求める意見書の提出について × ○ × ○ ○ × × × × × 否　決

34号 架空の領収書等を使用して虚偽の収支報告等を行った小泉文人議員に対して、市議会議員に求められるコンプライアンスの水準を理解するよう求める決議について（＊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35号
100条委員会設置の発端となった政務活動費を使った切手の大量購入とアンケート調査につき、説
明責任を果たさず、自らの潔白を立証できなかった小泉文人議員に対して、本市議会の信頼を失
墜させた責任を問うとともに、自らの判断にて市民が納得する責任の取り方を示すよう要請する
決議について（＊）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

36号 政務活動費を使った切手の大量購入につき、虚偽の収支報告等を行った青山博一議員に対して、市議会議員の職を辞するよう求める決議について（＊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決

○その他
政務活動費等により切手を大量に購入した議員の調査について（＊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○請　願
請願第28-10号 公立保育所の一般財源化を廃止し、直接補助制度にすることを求める意見書の提出を求める請願 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

28-11号 介護保険制度における軽度者への福祉用具等の給付を継続する旨の意見書提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
28-12号 公民館、ふれあい館の10月からの使用料再値上げを延期し、市民活動の検証を行うことを求める請願 × × × ○ × × × × × × 不採択

28-13号 「八幡市民談話室」閉館計画の再検討を求める請願 みなし
不採択

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△　　※可答申：異議ない旨答申
※地方自治法第117条により、（＊）については１名の議員が議事に参与していません。
※みなし不採択：議会の意思は議案の可決により確定し、これに拘束されるため、可決した議案と相反する趣旨の請願を不採択とみなすものです。
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。

　平成28年７月11日から15日まで、

市川市公式代表団が、中国・楽山市

を訪問しました。市議会からは代表

として稲葉健二議長を派遣しました。

　本市とは昭和56年に友好都市を締

結し、今年で35周年にあたります。

　今回の訪問では、楽山市の郭
かくまつじゃく

沫若

記念館で記念植樹を行うなど、さら

なる友好親善を深めました。

中国・楽山市
友好都市締結35周年


